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Cs-137 による環境汚染問題の解決をめざして長寿命β核種の短寿命化の検討を行っている。本研究では、

半減期 1000 億年の La-138 を試料としてγ線照射、電子線照射を行い、短寿命化の評価を行っている。 
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[ 原理]  β崩壊は崩壊前の原子核の状態と崩壊   表１ 原子核パラメータとベータ崩壊確率の関係 

後の状態によって崩壊確率が決まるとされてい

る。ただし核の内部構造の大半が不明であるこ

とから主要な状態因子である核スピンとパリテ

ィを用いて統計的に議論されているのが現状で

ある。表１に測定例を示す。表の右端の log(ft)

はβ崩壊のエネルギーと半減期を乗じた値の常

用対数値で、β崩壊の確率を示している。パリ

ティもスピンも変化しない遷移が最も起こり易く、変

化の度合いが大きいほどβ崩壊は起こりにくくなる。

図１は今回、研究対象としている La-138 の崩壊図であ

る。La138は天然Laの0.09%を占める同位体であるが、

半減期 1000 億年という超長寿命核である。崩壊は分岐

しているが、どちらもスピン変化３であり、第 3 禁制

遷移に分類される。ところが La-138 には低エネルギー

の核レベルが多く存在し、これらに励起した場合は禁

制度が劇的に下がり、許容遷移あるいは超許容遷移に

なる。この結果、半減期は 1 時間以下になると予想さ

れる。核レベルの寿命が測定されているのは第一励起        

レベルのみであるが、約 0.1μsec と比較的長い。           図１ La-138 のβ崩壊図 

[実験] 現在 La を府立大学が所有するコバルト線源で 

照射しているが若干の変化を観測している。今後、8MeV 程度の電子線、X 線照射も行う予定である。 
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